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 局 別 審 査 

 

１ 斎 藤 真 二 委員（公明党） 

 

１ 令和５年度病院事業会計について 

（１）医療局病院経営本部における令和５年度の予算編成の考え方を伺いたい。 

（２）市民病院の令和５年度の病院運営について伺いたい。 

（３）脳卒中・神経脊椎センターの令和５年度の病院運営について伺いたい。 

（要望）脳卒中・神経脊椎センターでは、病院長のリーダーシップの下、職員一丸

となってさらなる経営改善を進めていただきたい。 

 

２ みなと赤十字病院の取組について 

（１）みなと赤十字病院の令和５年度の病院運営について伺いたい。 

（２）アレルギー疾患医療に関する人材育成について伺いたい。 

（要望）引き続き、アレルギー疾患医療拠点病院として、県内で中心的な役割を果

たしていただきたい。 

 

３ 看護人材の確保について 

（１）看護師採用支援事業の実績について伺いたい。 

（２）看護師採用支援事業の今後の展望について伺いたい。 

 

４ 横浜市救急相談センター＃７１１９について 

（１） 過去３年間の利用件数について伺いたい。 

（２）新型コロナウイルス感染症の影響を受けた直近の利用者の特徴について伺い

たい。 

（３）救急相談の精度向上の取組について伺いたい。 

 

５ 小児がん対策の推進について 

（１）小児がんの理解を深めるための取組について伺いたい。 
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（２）令和４年度の長期フォローアップの状況について伺いたい。 

（３）長期フォローアップの充実に向けた考えについて伺いたい。 

（要望）がんになっても安心して生活ができるよう、がん対策の推進に引き続き力

を入れていただきたい。 

 

６ 心臓リハビリテーションの推進について 

（１）心疾患対策としての心臓リハビリテーションの有効性について伺いたい。 

（２）心臓リハビリテーションの啓発方法について伺いたい。 

（３）医療施設への機器整備費補助の目的について伺いたい。 

 

７ 人生会議について 

（１）人生会議の広報の実施状況について伺いたい。 

（２）人生会議を啓発する人材の育成について伺いたい。 

（３）今後の普及啓発を推進するための取組について伺いたい。 

（要望）引き続き、人生会議の普及啓発に取り組んでいただきたい。 

 

８ よこはま保健医療プランについて 

（１）よこはま保健医療プラン2018の評価について伺いたい。 

（２）令和４年度の検討状況について伺いたい。 

（３）次期プランの方向性について伺いたい。 

（要望）市民の誰もが将来にわたり安心して暮らせる横浜を実現していただきたい。 
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２ 北 谷 ま り 委員（共産党） 

 

１ 市民意識調査による医療体制への評価について 

（１）市民意識調査結果に対する受け止めについて伺いたい。 

 

２ 妊娠・出産・こどものための医療提供体制について 

（１） 出産できる医療機関の推移と産科医療体制確保のために本市が行っている支

援について伺いたい。 

（２）周産期救急医療体制について伺いたい。 

（３）周産期救急医療体制確保のために本市が行っている支援について伺いたい。 

（４）夜間、休日などの小児救急医療体制について伺いたい。 

（５）＃7119はどれだけ認識されているかについて伺いたい。 

（６）子どもの育ちの場である、保育園・学校で必要な看護師や、療育センターの

児童精神科医師が確保できないという現状についての考え方について伺いたい。 

（要望）誰もが安心して出産や育児ができるまちに向けて、大学や各機関と連携し

て医療人材の育成と確保に、さらに力を注いでいただきたい。 

 

３ 2025年に向けた必要病床機能の確保について 

（１）病床整備事前協議において、感染症患者を受け入れる病床を対象とした経緯

について伺いたい。 

（２）令和４年度の病床整備事前協議の状況について伺いたい。 

（３）事前協議に応募が無かった理由について伺いたい。 

（４）今後の病床整備に向けた取組について伺いたい。 

（５）県へ要望した件数と県予算案に組み込まれた件数について伺いたい。 

（６）2025年に向けて早急な整備が必要と考えるが、見解を伺いたい。 

（要望）必要な病床機能の確保をしっかりと進めていただきたい。 

 

４ 市立病院における差額ベッド代の徴収について 

（１）差額ベッド代を徴収できないケースについて伺いたい。 
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（２）市立病院における厚生労働省が出している通知の内容についての患者に対す

る説明について伺いたい。 

（３）平成31年の予算局別審査において、局長が「一時的に本人の希望によらず個

室をご案内する場合には 室料差額をいただきませんし、そうしたきめ細かい

対応を図っていく」と答弁しているが、実態は異なっていると考えるが、見解

について伺いたい。 

（４）同意の取り方に課題があると考えるが、見解について伺いたい。 

（５）病院都合による個室利用の場合は、差額ベッド代は支払わなくてもよいとい

うことを市民及び市内医療機関に周知すべきと考えるが、見解について伺いた

い。 

（要望）患者が不利益を被らないよう、周知徹底していただきたい。 

 

５ 新型コロナウイルス感染症への対応について 

（１）２類・５類に分類されている疾病と医療機関での取扱い、５類化に伴う医療

における取扱いの変更点について伺いたい。 

（２） ５類では、全数把握と定点把握の感染症があるがその違いについて伺いたい。 

（３）ウイルスのゲノム解析がなくなるとどのような変異型が流行しているかわか

らなくなると考えるが、見解について伺いたい。 

（４）指定都市市長会への緊急要請の内容について伺いたい。 

（５）Ｙ－ＣＥＲＴが果たしてきた役割と今後の役割について伺いたい。 

（要望）受診環境整備にしっかりと取り組んでいただきたい。 
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３ 高 橋 のりみ 委員（自民党） 

 

１ 医療ビッグデータの活用について 

（１）ＹｏＭＤＢにおいて保険者ごとのデータを連結する上での現在の課題につい

て伺いたい。 

（２）加入する保険が切り替わった場合のデータ連結に向けた対応について伺いた

い。 

（３）ＹｏＭＤＢ以外のデータと組み合わせる場合、世帯や所得の情報が有効であ

ると考えるが見解について伺いたい。 

 

２ 横浜市大附属病院を中心とした遠隔ＩＣＵの取組について 

（１）体制整備のこれまでの取組と現状について伺いたい。 

（２）令和５年度の具体的取組について伺いたい。 

（３）遠隔ＩＣＵの将来展望について伺いたい。 

 

３ 物価高騰を踏まえた休日急患診療所の建替え支援について 

（１）休日急患診療所の建て替え補助について、建設費用の高騰を踏まえた支援と

した方が良いと考えるが見解について伺いたい。 

 

４ 乳がん治療におけるブレスト（乳房）センターの役割について 

（１）これまでの乳がん対策の取組について伺いたい。 

（２）市民病院におけるブレストセンターの概要について伺いたい。 

（３）市民病院での乳がん患者に対するサポートの内容について伺いたい。 

 

５ 小児がんにおける課題・対策について 

（１）市内における小児がん医療提供体制について伺いたい。 

（２）小児がん連携病院小児科医育成補助の必要性について伺いたい。 

（要望）小児がん対策の充実に向け、さらなる取組を進めていただき、小児がん連

携病院小児科医の育成について、経過を見て引き続き検討していただきたい。 
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６ ＡＹＡ（15～39歳）世代がんへの支援について 

（１）ＡＹＡセンターの必要性について伺いたい。 

 

７ 障害児・者の歯科診療の課題について 

（１）障害児・者の歯科診療の課題について伺いたい。 

（要望）障害児・者の歯科診療について検討を進めていただきたい。 

 

８ 慢性腎臓病（ＣＫＤ）の医療連携について 

（１）仙台市ＣＫＤ（慢性腎臓病）病診連携モデル事業と同様の取組を本市でも行

うべきと考えるが見解について伺いたい。 

 

９ こどもホスピスを支援する意義について 

（１）こどもホスピスを支援する意義について伺いたい。 
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４ 渡 邊 忠 則 委員（自民党） 

 

１ 病床機能の確保について 

（１）今後の病床機能の確保に係る課題について伺いたい。 

（２）今後の病床機能の確保に向けた取組について伺いたい。 

 

２ 地域中核病院の再整備について 

（１）南部病院の再整備の状況について伺いたい。 

（２）地域中核病院への支援策について伺いたい。 

（３）地域中核病院の再整備の方向性について伺いたい。 

（要望）引き続き、市と病院が協力しながら、市民の安心につながるよう、計画的

に地域中核病院の再整備を進めていただきたい。 

 

３ 看護専門学校設備改修費補助について 

（１）市内における看護師数の推移について伺いたい。 

（２）本市が運営を支援する看護専門学校における看護師の輩出状況について伺い

たい。 

（３）横浜市病院協会看護専門学校における設備改修の進捗と今後の見通しについ

て伺いたい。 

（４）学校の価値をさらに高める改修について伺いたい。 

（要望）改修によって教育環境を整えることで学習意欲や教育の質向上を図り、入

学者の確保にもしっかり取り組みながら、質の高い看護師を一人でも多く市

内の医療機関に輩出していただきたい。 

 

４ ドクターカーシステムについて 

（１）令和３年11月から１年間の出場実績について伺いたい。 

（２）検証会での専門家からの主な意見について伺いたい。 

（３）今後の方向性について伺いたい。 
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５ 脳卒中・神経脊椎センターにおける運動器の健康づくりについて 

（１）運動器の健康づくりに取り組む理由について伺いたい。 

（２）令和５年度の取組内容について伺いたい。 

（３）今後の展望について伺いたい。 

 

６ ＩＣＴを活用した地域医療ネットワークの構築について 

（１）サルビアねっとの今年度の具体的な取組について伺いたい。 

（２）本事業の今後の進め方について伺いたい。 

（要望）真に地域の医療従事者の支えとなるような、実効性のある仕組みを推進し

ていただきたい。 
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５ 望 月 高 徳 委員（立憲党） 

 

１ 今後のコロナ対策の取組について 

（１）５類化に向けての医療局の役割について伺いたい。 

（２）５類移行後の体制の規模について伺いたい。 

（３）５類移行後の病院に対する支援について伺いたい。 

（要望）診療体制での混乱が懸念される。医療局としての取組をしっかりと進めて

いただきたい。 

 

２ 保健所機能移動に伴う今後の医療局に期待される取組について 

（１）保健所機能の変更、部署間連携の変化について伺いたい。 

（２）保健所移管による医療局のメリットについて伺いたい。 

 

３ 災害時透析医療体制について 

（１）透析医療機関の耐震化の状況について伺いたい。 

（２）災害時の医療機関に対する燃料供給について伺いたい。 

（３）受診可能な透析医療機関の把握方法について伺いたい。 

（４）かかりつけ医療機関が被災した透析患者への医療体制について伺いたい。 

（５）今後の災害時の透析医療体制に対する考えについて伺いたい。 

（要望）災害時の様々な課題に最善の対応ができるよう、課題整理と事前の準備を

していただきたい。 

 

４ 小児救急医療体制について 

（１）本市における小児救急医療体制について伺いたい。 

（２）小児救急拠点病院の要件と機能について伺いたい。 

（３）令和３年度の小児救急拠点病院の患者数について伺いたい。 

（４）安心して子育てできる小児救急医療体制の確保に向けた考えについて伺いた

い。 
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５ 医療的ケア児への訪問看護について 

（１）小児に対応できる訪問看護ステーションの現状について伺いたい。 

（２）訪問看護ステーションに対して今後行っていく支援について伺いたい。 

（要望）医療的ケア児の啓発など、引き続き、関係各局が連携して取り組んでいた

だきたい。 

 

６ データ活用について 

（１）これまでの実績と活用状況、市民（患者）から見た意義について伺いたい。 

（２）国のＮＤＢとの関係性について伺いたい。 

（３）「予防医療から医療提供まで広範に渡るので、医療政策に使えるデータ範囲が

広がる」の意味について伺いたい。 

（４）全国がん登録情報をどのように活用するかについて伺いたい。 

（５）ＥＢＰＭを進めるための具体的な手法や担い手について伺いたい。 

（６）世帯に関する情報などと掛け合あわせるとは、具体的にどういうことか伺い 

たい。 

（７）個人情報の秘匿性確保の取組について伺いたい。 

 

７ 次期保健医療プランについて 

（１）新興感染症等の感染拡大時における医療に関する想定内容について伺いたい。 

（２）次期プラン策定までの医療局の役割について伺いたい。 

（要望）庁内・外の関係者と十分な連携をとって、しっかり取り組んでいただきた

い。 


